
 

 

 

 

VERY CARDは株式会社ヒューモニーの運営する電報サービスです。  Copyright © humony Co.,Ltd. All Rights Reserved 

プレスリリース 民間ナンバー１の電報サービス会社 株式会社ヒューモニー 

報道関係各位                                                     

2013年 11月吉日 

   
電報サービス VERY CARD（www.verycard.net）を提供する株式会社ヒューモニー（東京・代表取締役 今村彰利）は、家
族葬や直葬＊注が増加し、年末に喪中はがきで大切な人の訃報を知ることが多くなった現代の新しい弔慰の伝え方としえて、お線香付
き電報を活用していただくことを提案する「2013 喪中はがきが届いたらキャンペーン」を12月2日（月）より、当社ウェブサイト
http://www.verycard.net/special/mourning.htmlで実施いたします。同サイトでは、喪中はがきで訃報を知ったときの対応
方法、「喪中はがき」の正しい書き方をご紹介しています。 
 
 

喪中はがきの今昔 
喪に服している人（身内を亡くした人）は年賀状を出さない風習があり、12月上旬頃、「喪に服しているので、こちらからの新年の
ご挨拶を遠慮させていただきます」というお知らせをするのが「喪中・年賀欠礼状＝喪中はがき」です。喪中の期間の正式なルール
はありませんが49日や1年が目安となることが一般的です。 

 

 いつ、誰が亡くなったのか分からない喪中はがきが増えた理由 

正式な喪中はがきには、亡くなった月日、故人のお名前、差出人
との続柄を書きますが、それらの情報が記載されていない喪中は
がきも最近多くなっています。 
＜その理由＞①身内の不幸をひとに知らしめることに抵抗のある
人が増え、あいまいな表現の文章にしている。②ウェブ、プリントシ
ョップ、コンビニなどで、上記の情報が含まれない、間違った喪中ハ
ガキのひな形が流通している。 
＜その影響＞情報の少ないはがきを受け取った人は困ってしまう。
どなたが亡くなったかわからい場合、お悔やみの言葉選びが難しく、
また、例えば、逝去後49日で「香典」「供物」の表書きは、「御霊
前」から「御仏前」に変得る必要があるが、亡くなった日がわからな
ければそれも判断できず混乱する。 
 

 喪中はがきで訃報を知る事が増えた理由 

知り合いが亡くなり葬儀が行われたことを知らず、12月に届いた喪中はがきで訃報を知るというケースが多くなっている。 
＜その理由＞①高齢化：65歳時の平均余命は2010年データで男性が18.86年、女性が23.89年と男女とも高齢期が長くな
る傾向。会社リタイア後の生活や療養生活などが長くなることで、亡くなった時に社会との関係性が薄くなっている場合が多く、訃報
が行き届かない。②葬儀形態の変化：葬儀・告別式を行わず荼毘にふす「直葬」が増加している。また、身内だけで式を行う家族
葬が増えているため、お知らせをしないことが一般的になっている。 
＜その影響＞受け取り人がはがきを受け取った時点で葬儀は終わっており、香典を送るか、１月に寒中見舞いを送るか悩む。 

*注・・・夜や告別式などの宗教儀式を行わない、火葬のみの葬儀形態。 

 

喪中はがきで訃報を知ったときの弔慰の伝え方 
＜これまで＞葬儀に出席し、既に香典などで弔慰は伝えてあるので、翌年の松の内（1月7日）の明け以降に寒中見舞いを出すの
が一般的でした。 
 
＜現代＞ 
１． 喪中はがきで訃報を知ったら、すぐに電話、手紙、電報などで弔慰を伝えましょう。 
２． 特に大切な方の訃報であった場合、香典を持参し弔問に伺うか、遠方であれば香典を郵送するようにしましょう。 

年末に初めて知る、大切な人の訃報が急増！ 

お線香付き電報（弔電）キャンペーン 12月 2日スタート 
 

http://www.verycard.net/
http://www.verycard.net/special/mourning.html
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お線香付き電報（香電）

「大輪（たいりん）」 

価格：2,625円 
（株）日本香堂の白檀（びゃくだん）

の香りのお線香 72本（30g）入。 

※送料、メッセージ料、消費税込みの価

格です。 

 

弔慰を伝える 

ヒューモニーの電報サービス「VERY CARD」は株式会社日本香堂とのコラボレーショ
ンによるお線香付き電報「香電」を2011年に発売し、大変好評をいただいています。
贈り手からは「線香が添えられていることで、手紙だけよりも気持ちがこめられる」、受
け取る方からは「お線香の量がちょうど良い」「大げさでなく、お返しを考えなくてよい気

軽さがある」といった声をいただいています。 

この、お線香付きの電報/ギフトは、話題となっており、今年、ＮＴＴや
郵政からも線香の量が異なったタイプの商品が発売されています。 

ヒューモニーの電報サービス「VERY CARD」は年々取扱数が増加し、
2012年の取扱数は120万通（昨年比111％）でした。その内訳は
祝電45％、弔電55％となっています。 

 

■喪中はがきで訃報を知る時代の弔慰の伝え方  駿台トラベル＆ホテル専門学校 葬祭マネジメント学科 学科長 武田至先生  

「駿台トラベル＆ホテル専門学校 葬祭マネジメント学科では、葬祭ディレクターを目指す生徒の皆さんに、葬祭従事者に必要な

知識とスキルをお教えしています。いまや葬儀の 80％が家族葬といわれる御身内だけでの葬儀になりつつあり、故人のご家族と周

辺の方々とのお気持ちのやりとりも変わりつつあるのを感じています。」 

 喪中はがきが届いたら、すぐに弔慰をお伝えしたい 

「家族葬は故人と関係のある方とのやり取りも希薄になってしまう傾向があります。それ故、‘喪中はが

き’が届いて初めて訃報を知るという方も増えているようです。お悔みの気持ちを直接ご遺族にお伝え

する機会が減っている昨今、たとえ葬儀の後になってしまっても、お悔やみの気持ちをご遺族に伝えると

いうことは、つながりが薄くなりがちな現代のほうが大切にされていいのではないかと思います。」 

 相手を考えた本当のコトバを贈れる「電報」は弔慰を伝える、ひとつのカタチ 

「最近では喪主、参列者双方に負担がないように‘香典辞退’をされる葬儀も地域によってはある

ようですが、それでは他人行儀で寂しさを感じるという声も聞かれますし、弔慰をお線香という形

を添えてお送りできる『お線香付き電報』はひとつの新しいカタチであるように思います。今後一層、

参列が叶わないケースが増える中、どう弔慰を示すかということは現代の課題と言えるでしょう。」 

 

 

**--------**--------**--------**--------**--------**--------**--------**--------**--------**------ 

株式会社ヒューモニーは、電報を知らない世代の方に｢電報｣の役割や申し込み方を知っていただくためにブライダル、ヒューネラル学

科等のある専門学校に、教材として様々な電報見本を教材として提供させていただいております。 

 

株式会社ヒューモニー 

2002年創業。民間の特定信書便事業者としての電報サービス＜VERY CARD＞は取扱数業界1位。電報の他に葬儀、周忌

用のお花やお祝い用の祝花の一括手配まで、慶弔にまつわるサービスを展開。 

 

株式会社ヒューモニー 担当 田中  電話：03-6826-8886 HP：090-6568-5061 E-mail：k_tanaka@humony.co.jp 

広報担当 （外部委託先）ソラリス・スペース 今野 電話 070-6478-7121 E-mail：rkonno@solarispace.com rika@humony.co.jp 

駿台トラベル＆ホテル専門学校 

葬祭マネジメント学科 学科長   

武田 至先生 
 

全国でも数少ない「葬祭従事者」を目

指すための学校です。 

http://www.sundai-th.jp/sog/i

ndex.htm 
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